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産業の概要について1
黒鉛の特徴

◼ 黒鉛は、正式には石墨（グラファイト）という名称であり、ダイヤモンド・墨・石炭・カーボン

ブラック等と同様の炭素元素の鉱物。

◼ 黒鉛の主な特徴は、耐熱、潤滑、導電、熱伝導、耐薬品。

黒鉛の種類

◼ 商業用黒鉛には、岩石から採掘される天然黒鉛と、他の炭素質材料から製造される人造黒鉛がある。

◼ 天然黒鉛は、結晶化度、粒径、形態、商業目的により、土状黒鉛、鱗片状黒鉛、塊状黒鉛（鱗状

黒鉛とも呼ばれる）の3つに分類される。

◼ なお、塊状黒鉛を商業的に採掘・輸出しているのはスリランカのみである。

（出所）Critical Mineral Resources of the US-Economic and Environmental Geology and Prospects for Future Supply (2017), USGS 

(https://pubs.usgs.gov/pp/1802/j/pp1802j.pdf)、単価出所はMineral Commodity Summaries (2024), USGS 

(https://tinyurl.com/4fk99azf). 

黒鉛の種類 特徴・主な生産国

天然

土状黒鉛

外観が土状または土塊状で非晶質。粉砕しやすく、微粉が得られ易い。比較的安価（555

ドル/トン）。不純物の影響が少ない分野で使用される。純度は60％〜90％。主な生産国

は中国。

鱗片状黒鉛
外観が葉片状の結晶。最も一般的な天然黒鉛。純度は75％〜97％。主な生産国は中国、

ブラジル、マダガスカル、モザンビーク。価格は1,200ドル/トン。

塊状黒鉛
高純度の塊状で産出される。鱗片状黒鉛に比べ、鱗片に厚みがある。比較的高価（2,500

ドル/トン）。純度が高い（90％〜99.9％）。生産国はスリランカ。

人造
コークスやピッチを主原料とし、超高温で人工的に黒鉛結晶を発達させて製造される。不

純物が少なく硬度が高い（99.95％）。比較的高価。

黒鉛の種類と特徴・生産国

Ⅰ．産業概要

https://pubs.usgs.gov/pp/1802/j/pp1802j.pdf
https://tinyurl.com/4fk99azf
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黒鉛の用途（1）2

◼ 黒鉛は主に、黒鉛電極、耐火物、リチウムイオン電池の負極の主成分、潤滑剤として、また、

再炭化や製成されて添加剤や耐火物の製造用に使用されている。

（出所）ヨーロッパ先端カーボン・グラファイト素材協会（ECGA）ウェブサイト https://ecga.net/

世界のグラファイト市場 – 業界動向と2030年までの予測、Data Bridge Market Research Webサイト 

https://www.databridgemarketresearch.com/jp/reports/global-graphite-market

黒鉛の主な用途

用途 説明

電極
人造黒鉛の最大の用途は黒鉛電極の製造である。黒鉛電極は主に電気アーク

炉で使用され、鉄鋼、鉄、非鉄金属の生産に用いられている。

耐火物
耐火物は、電極に次ぐ黒鉛の第2位の市場である。黒鉛添加剤は、炉、キルン、

焼却炉、反応炉の内張りなど高温環境用の耐火物の製造に使用されている。

電極 リチウムイオン電池の負極活物質として使用されており、負極の主成分。

潤滑剤
タッチスクリーンやキーボードを備えた電子デバイスで、スムーズなタッチ

やキー入力操作を実現するための潤滑剤として使用される。

再炭化→添加剤
炭素含有量を増やし、製品の性能を向上させるために、溶融液状の鉄や鋼の

一部に炭素添加剤が混合されている。

整形

黒鉛は様々な形状に容易に成形することができ、耐火物の製造用に多く使用

される。エンドユーザーは、航空宇宙、自動車、産業機械、エレクトロニク

ス産業等。

Ⅰ．産業概要
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黒鉛の用途（2）2

（出所）西村黒鉛（株）および伊藤黒鉛工業（株）Webサイト

黒鉛の種類別の主な用途

黒鉛の種類 用途

土状黒鉛
• 鍛造用潤滑剤、鋳造用耐熱離型剤

• 導電性塗料

鱗片状黒鉛

• 樹脂やゴムの導電・放熱用フィラー

• 耐火煉瓦・耐熱塗料

• 熱間加工用潤滑剤

塊状黒鉛

• 熱間加工、温間加工の潤滑剤

• モーター用カーボンブラシ

• 摺動用

• 導電性塗料

• 樹脂・ゴム材に添加し導電性・熱伝導性を付加

• 鉛筆・シャープペンシル芯材

人造黒鉛

• ブレーキ用摩擦調整剤

• 鋳造用加炭剤

• リチウムイオン負極材

黒鉛の用途別シェア（2023年）

（出所）Natural Resources Canada, Government of Canada 

(https://natural-resources.canada.ca/minerals-

mining/mining-data-statistics-analysis/minerals-

metals-facts/graphite-facts)

◼ 黒鉛はその種類ごとに用途が分かれている。天然・人造黒鉛の使用割合は、2022年は天然44%・

人造56%、2023年は天然33％、人造67％と、大きく変動している。

◼ 電極には不純物が少なく硬度が高い人工黒鉛が、耐火物には耐火性の高い天然黒鉛が使われる。

Ⅰ．産業概要
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天然黒鉛の主な生産国（1）1

（出所）US Geological Survey Mineral Commodities Summaries 2020年、2024年 

黒鉛の生産量（2020年~2023年）

「その他」の国名
生産量

（トン）

全生産量に

占める割合

インド 11,500 0.72%

北朝鮮 8,100 0.51%

ノルウェー 7,200 0.45%

タンザニア 6,000 0.38%

カナダ 3,500 0.22%

スリランカ 2,200 0.14%

メキシコ 2,000 0.13%

トルコ 2,000 0.13%

ウクライナ 2,000 0.13%

オーストリア 500 0.03%

ベトナム 500 0.03%

ドイツ 150 0.01%

Ⅱ．黒鉛の生産状況

◼ 世界の天然黒鉛の生産は、EV用バッテリーや再生可能エネルギー技術などの新興分野における需要増

に牽引され、近年大幅な成長を遂げている。

◼ 全世界の生産量は、2020年は96.5万トンであったが、2022年には大幅に増加し167.6万トンに達した。

◼ 最大生産国は中国で、全世界の総生産量のうち75％以上を生産。世界の天然黒鉛のニーズの充足に極

めて重要な役割を果たしている。

◼ 2023年時点のスリランカの年間生産量は2,200トンであり、全世界の生産量の0.14%とわずかである。
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天然黒鉛の主な生産国（2）1

（出所）P84 ,US Geological Survey Mineral Commodities Summaries 2024年 

Ⅱ．黒鉛の生産状況

中国

黒鉛の生産量は、2020年には76万トンであったが、2023年には123万トンに

増加した。2023年に中国で生産された黒鉛は、燐片状黒鉛85%、土状黒鉛

15%であった。

中国では、主に中国北東部の洛北省と吉渓省で生産されている。両省における

黒鉛の採掘と加工は、冬（11月〜3月）には広範囲で操業停止する季節操業で

ある。

モザンビーク
世界第2位の黒鉛生産国である。2022年の生産量は全生産量の13％となった。
同国北部のバラマに、世界最大の黒鉛鉱山がある。

マダガスカル

世界第3位の黒鉛生産国である。高品質の黒鉛鉱床があると言われている。

近年、同国でカナダやオーストラリアの企業による黒鉛採掘が急速に拡大して

いる。

ブラジル

世界第4位の黒鉛生産国であり、電気自動車に使用される高品質の燐片状黒鉛の

生産国としては第2位である。同国のバイア州とミナスジェライス州は、世界最

大の黒鉛生産地域のひとつである。

ドイツ、

ノルウェー

歴史的な黒鉛生産国であるが、近年は生産量が減少している。採掘コストの上

昇を反映している可能性がある。
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スリランカの黒鉛の生産量2

（出所）US Geological Survey Mineral Commodities Summaries 

2020年、2024年 

スリランカの黒鉛の生産量（2020年~2023年）

（*）2023年は推定値

Ⅱ．黒鉛の生産状況

Ⅱ．黒鉛の生産状況

◼ スリランカの2018年〜2020年の黒鉛の年間生産量は、4,000トンであった。しかし、2021年

以降、生産量は徐々に減少している。これは同国の経済危機の影響で燃料不足、長時間の停電、

輸入制限による資機材の不足といった問題を背景に生産が滞ったと考えられる。

◼ 2024年現在、スリランカ経済は回復に向かっており、燃料や電力も安定的に供給されている。

今後、生産量の回復が見込まれる。

◼ また、オーストラリア資本のマーゴサ・グラファイト社や、カナダ資本のセイロン・グラファイト

・コーポレーションは、採掘、加工、貿易のライセンスを取得し、まもなく商業的生産を開始予定

である。

◼ これら企業の生産開始により、スリランカの黒鉛生産量は将来、大幅に増加する可能性がある。
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黒鉛埋蔵量1

（出所）US Geological Survey Mineral Commodities Summaries 2020年、2024年 

各国の黒鉛の埋蔵量（2022年、2023年）

（単位）100万トン

Ⅲ．黒鉛の埋蔵量

◼ 2023年現在、世界の黒鉛埋蔵量の合計は

2億8,000万トンと推定されている。

◼ 中国：7,300万トンから7,800万トンに

増加し、生産量と資源保有量の両面で

重要性が増した。

◼ トルコ：2023年に急激に減少。埋蔵量の

定義を見直した可能性がある。

◼ ロシア：2023年に1,400万トンと発表。

これは探査活動の強化または地質データの更新

を示唆する。

◼ マダガスカルとモザンビーク：それぞれ2,600

万トン、2,500万トンと安定。

信頼性の高い供給国である。

◼ 韓国：2023年に初めて180万トンと発表。今

後、黒鉛市場において重要な役割を

果たす可能性がある。

◼ スリランカ：埋蔵量は150万トン。世界的な位

置付けは低いが、高純度の塊状黒鉛を埋蔵して

いることが特徴。
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スリランカの黒鉛埋蔵地域2

（出所）Invited research article, Chemical Geology Journal (2019), 

Vein-type graphite deposits in Sri Lanka: The ultimate 

fate of granulite fluids (https://tinyurl.com/42spazvh)

スリランカの黒鉛埋蔵地域

黒鉛鉱床

ワンニ・
コンプレックス

ハイランド・
コンプレックス

コロンボ

ヴィジャヤン・
コンプレックス

Ⅲ．黒鉛の埋蔵量

◼ 数十億年前に形成されたスリランカの古代の

地下層は、以下の3つの主要な部分に分けられ

る。

➢ ワンニ・コンプレックス

➢ ハイランド・コンプレックス

➢ ヴィジャヤン・コンプレックス

◼ 黒鉛鉱床は、ワンニ・コンプレックスと

ハイランド・コンプレックスで発見されている。

◼ ワンニ・コンプレックスは島の北西部に分布し

ている。角閃岩質、花崗岩質、花崗閃緑岩質の

片麻岩からなる斜方片麻岩の厚い連なりが特徴。

ミグマタイト質、花崗岩質、花崗閃緑岩質の

片麻岩からなる斜方片麻岩の厚いシークエンス

が特徴である。

◼ ハイランド・コンプレックスは、スリランカ

中央部の高地を含む中央帯を形成する、重成岩

と花崗岩質斜長片岩のシーケンスによって区別

される。厚い石英岩と炭酸塩がよく見られる。

https://tinyurl.com/42spazvh
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黒鉛の輸出統計 - 全世界1

（出所）US Geological Survey Mineral Commodities Summaries 2020年、2024年、世界銀行統計（World 
Integrated Trade Solution “Natural graphite in powder or in flakes exports by country in 2023)

黒鉛輸出額（単位：100万ドル）黒鉛輸出の国別シェア（輸出額ベース）

Ⅳ．黒鉛の貿易統計

◼ 上位5カ国のシェアが全世界の輸出額の77％から82％を占めており、寡占状態。

◼ 2022年の輸出量の急増は、EVと再生可能エネルギー分野の成長に牽引されたものと考えられる。

◼ 中国：輸出量、輸出額ともに常にトップ。 輸出額のピークは2022年の3億5,900万ドルであった。

2023年の輸出額は2億6,100万ドル、輸出量は168,761トンで、全世界の輸出額の55%、輸出量

の46%を占めており、中国の黒鉛輸出が世界市場の要であることを示している。

◼ モザンビーク：近年、重要な輸出国として浮上。2019年には16万トン、2022年には13万トン

輸出した。しかし、2023年の輸出量は5.5万トンであったことから、今後変動の可能性がある。

◼ マダガスカル：2021年（9万トン）と2022年（12万トン）には輸出量が飛躍的に増加したが、

2023年には6万トンに減少した。

◼ ブラジルとドイツ：年間1万〜1万8,000トンの安定した輸出量を維持している。

◼ スリランカ：2023年の輸出額は547万ドル、輸出量は2,197トンであった。
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黒鉛の輸入統計 - 全世界2

◼ リチウムイオンバッテリー、再生可能エネルギー、エレクトロニクスといったハイテク産業向けの

黒鉛の需要を反映して、輸入上位5カ国は、先進国・地域が占めている。

◼ 2020年、2021年はコロナ禍を反映して輸入額はやや減少したが、2022年は過去最高額となった。 

EVと再生可能エネルギー分野の成長に牽引されたものと思われる。しかし、2023年は減少して

おり、今後も変動する可能性がある。

◼ 現在、最大の輸入国は米国であり、世界の輸入額の18%〜24%を占めている。

◼ EUは継続して最大の輸入地域のひとつであり、黒鉛の主要な消費市場である。

◼ 韓国の輸入額は概ね安定。

◼ 日本も安定した輸入国。エレクトロニクスと自動車産業に重点を置いていることを反映している。

（出所）US Geological Survey Mineral Commodities Summaries 2020年、2024年 

世界の黒鉛輸入額（単位：100万ドル）国別の黒鉛輸入シェア（輸入額ベース）

Ⅳ．黒鉛の貿易統計
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黒鉛の輸出統計 - スリランカの黒鉛貿易の歴史3

（出所）セイロン・グラファイト・コーポレーション ウェブサイト

セイロンでの黒鉛加工（1910年） コロンボの黒鉛ヤード（1910年）

Ⅳ．黒鉛の貿易統計

◼ オランダ植民地時代の1675年、スリランカ（当時セイロン）の丘陵地帯と海洋地方に鉱脈が確認

されたことが、スリランカの黒鉛産業の始まりである。同国における黒鉛の本格的な採掘と輸出は、

1824年に開始された。

◼ 17世紀に始まった鉛筆生産を主な用途とする黒鉛の取引は、19世紀の産業革命期には製鉄所、鋳

物工場、グリース、弾薬などへ用途が広がり、スリランカの黒鉛産業もこの時期に大きく発展した。

◼ スリランカの黒鉛の輸出量が最も多かったのは1899年。 同年、スリランカの黒鉛の年間輸出量は

3万3,000トンで、世界の消費量の約35％を占めていた。

◼ また、1900年代初頭、黒鉛産業は、同国の輸出額の22％を占める重要分野であった。この頃、ス

リランカでは約6,000カ所の浅い坑道、ピット、小規模鉱山が操業していた。

◼ しかし、第１次、第２次世界大戦と1929年の世界恐慌を経て、黒鉛の利用減少、価格下落、他国

との競争の影響を受け、同国の多くの黒鉛鉱山が閉鎖された。
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黒鉛の輸出統計 - スリランカの黒鉛の輸出量・額・相手国4

◼ 2023年のスリランカの黒鉛の輸出量は2,197トン、547万ドルであった。

◼ 輸出量・金額ともに、2021年以降は減少傾向にあり、これは経済危機の影響で生産が停滞した

ためと考えられる。

◼ スリランカの黒鉛の主な輸出相手国は、日本である。次いで多いのはドイツ、米国であり、

その他インド、中国、韓国へも少量が輸出されている。

（出所） Sri Lanka Export Development Board提供資料

スリランカの黒鉛の輸出量・金額 スリランカの黒鉛の輸出相手国
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（出所） WITS, World Bank database
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黒鉛の輸出統計 - スリランカの黒鉛の形状別 輸出単価5

◼ スリランカの黒鉛の輸出は、量・金額ともに97%以上が「粉末・フレーク状天然黒鉛」である。

◼ 輸出量・額の約3％を占める「粉末・フレーク状以外の天然黒鉛」は、ランプ及びチップと

呼ばれる形状の黒鉛で、輸出単価が高いことから、高価値の市場に供給されていると考えられる。

◼ いずれの形状の黒鉛も、輸出単価が年々上昇しており、高品質のスリランカ産黒鉛に対する

市場の評価や、需要の安定性を示している。

（出所） Sri Lanka Export Development Board提供資料

スリランカの黒鉛の形状別輸出量・額・単価

項⽬

年
粉末・

フレーク

粉末・ フレー

クを除く
合計

粉末・

フレーク

粉末・ フレー

クを除く
合計

粉末・

フレーク

粉末・ フレー

クを除く

2020年 1,872 42 1,914 3.43 0.93 4.36 1,832 22,143

2021年 2,710 19 2,729 5.42 0.52 5.94 2,000 27,368

2022年 2,530 19 2,549 5.08 0.50 5.58 2,008 26,316

2023年 2,176 21 2,197 4.87 0.60 5.47 2,238 28,571

輸出量（ ト ン） 輸出⾦額（ 100万ド ル） 輸出単価（ ド ル/ト ン）

Ⅳ．黒鉛の貿易統計
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黒鉛の輸出統計 – 日本の黒鉛の輸入相手国6

◼ 日本にとってスリランカは、中国、マダガスカルに次ぐ黒鉛輸入相手国である。

◼ 日本は、2023年に1,020トン、2億6,541万円の黒鉛をスリランカから輸入した。

これは、日本の黒鉛輸入総量の2.0%、総額の2.3％を占める。

（出所） 財務省貿易統計

日本の黒鉛の輸入相手国（輸入量） 日本の黒鉛の輸入相手国（輸入額）

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

その他 1,589 1,013 1,319 1,158 1,057

ブラジル 777 548 724 644 396

スリランカ 1,263 845 1,020 1,202 1,020

マダガスカル 560 544 2,073 3,280 2,073

中国 54,792 39,825 46,964 52,802 46,964
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黒鉛の輸出統計 – 日本の黒鉛の国別輸入単価7

◼ 本調査でスリランカの黒鉛産業の関係者からは「スリランカの黒鉛は、純度の高い塊状黒鉛であり

高価であることが輸出拡大の課題の一つである」との意見があった。

◼ 前述のとおり、スリランカ産黒鉛の最大の輸出相手国は日本である。そこで、日本の黒鉛の

国別輸入単価を分析したところ、スリランカの黒鉛の輸入単価は、中国の単価よりはやや高いもの

の（2023年）、ドイツ、米国、カナダ、ブラジルの輸入単価よりも安いことが分かった。

◼ スリランカ黒鉛は、純度は高いが、付加価値が低い状態で日本に輸入されている可能性が高い。

◼ なお、スリランカの輸入単価が中国の輸入単価よりもやや高いのは少量ではあるが、スリランカ産

の「粉末およびフレーク状以外の天然黒鉛」の単価が、中国の同単価より大幅に高いことが影響し

ている（同単価はスリランカ産が21万9,000円/トン、中国産が7万4,000円/トン）。

日本の黒鉛の国別輸入単価

 粉末・フレーク状天然黒鉛と粉末・フレーク状以外の天然黒鉛の合計（1,000円/トン）

（出所）財務省貿易統計

Ⅳ．黒鉛の貿易統計
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Ⅴ．スリランカの黒鉛に関する産業機関
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スリランカの黒鉛産業の関連機関1

産業・起業家開発省

◼ 産業・起業家開発省（旧産業省）：黒鉛産業を含むすべての産業を管轄する省。国営カハタガハ・

グラファイト・ランカ社の監督省庁でもある。

◼ 地質調査・鉱山局（Geological Survey and Mines Bureau: GSMB）：環境省傘下の採鉱・

採石部門の監督機関。「1992年鉱山・鉱物法」に基づき、鉱物の探鉱、採掘、輸送、輸出の

ライセンスを発行している（後述）。

◼ 主な業務は (1)鉱業権・鉱業規制、(2)地質図作成・鉱物探査、(3)顧客サービス（鉱物資源調査、

研究所サービス、地球物理学および掘削契約）、(4)地球科学情報の提供である。

黒鉛に関連する学科のある大学

◼ 国立モラトゥワ大学：地球資源工学 学士号を授与。同学科の年間入学者数は80名。

◼ 国立ウヴァ・ウェラッサ大学：鉱物資源・技術学 学士号を授与。同学科の年間入学者数は106名。

業界団体 - 鉱物輸出商工会議所（CME） 

◼ 鉱物輸出部門の唯一の業界団体。

◼ 2023年1月に設立され、2023年8月に発足。鉱物輸出に特化した7社が加盟している。

地質調査・鉱山局（Geological Survey and Mines Bureau: GSMB）

Ⅴ．黒鉛に関する産業機関
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Ⅵ．スリランカの黒鉛に関する政策・規制
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黒鉛産業の政策と規制1
国家鉱物政策

◼ 2023年7月、スリランカ環境省は、黒鉛を含む鉱物に関する政策「国家鉱物政策（National 

Mineral Policy）」の草案を発表した。同政策の策定は、同国の黒鉛産業の活性化や近代化の

きっかけとなり得る。2024年12月現在、同政策は閣議決定を待っている。

◼ 同政策は、投資を誘致し、雇用を創出し、競争力を向上させ、探査、採掘、付加価値創造のための

各種施策や、国の鉱物資源の持続的な管理のためのガイドラインを確立することを目指している。

◼ 重点項目は以下の通り。鉱物資源の最新の国家目録を維持する。

• 鉱物資源の持続可能な利用を確保する。

• 歳入強化のため、付加価値の高い輸出と鉱物資源を利用した製品開発を支援する。

• 環境保全と経済成長のための鉱物の持続可能な利用のバランスをとる。

• 鉱物分野の研究開発を奨励する。

• 明確な規制と優れた統治を通じて鉱物投資を誘致する。

• 政府と土地所有者の権利を保護しつつ、鉱物探査を支援する実用的な枠組みを確立する。

黒鉛産業に対する外資規制

◼ 外国投資の規制：スリランカでは、鉱業および再生不可能な天然資源の採掘、及び一次加工業務に

かかる外国資本の出資割合は40%までに制限されている。40%を超える場合は、BOIの承認が

必要である。

◼ 土地所有：スリランカでは外国人・外国資本の土地所有は禁止されている。しかし、政府が国有地

を外国資本の企業に99年の長期リースで貸し付けている例は多く、黒鉛産業も同様の対応が可能。

◼ ロイヤルティ：黒鉛輸出企業は、輸出インボイス価格に基づいて、９％のロイヤルティーを地質

調査・鉱山局に支払う必要がある。

◼ 投資の奨励：現在、黒鉛産業への外国投資を奨励するための税制等の優遇策は設けられていない。

Ⅵ．黒鉛に関する政策・規制
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鉱業ライセンスの概要（1）2

◼ 地質調査・鉱山局が発行する鉱業ライセンスには以下の６種類がある。

1. 探鉱ライセンス：Exploration License (EL)

2. 職人採掘ライセンス：Artisanal Mining License (AML)

3. 産業用鉱業ライセンス：Industrial Mining License (IML)

4. 貿易ライセンス：Trading License (TL)

5. 運搬ライセンス：Transport License 

6. 輸出ライセンス：Export License 

探鉱ライセンス（EL）は、許可されたすべての鉱区を探鉱する排他的権利をライセンス保有者に付与

するもの。探鉱ライセンス保有者は、探鉱段階を終了すると、指定された条件を満たしていることを

条件に、採掘ライセンス（ML）を申請することができる。

項目 A B

ボアホール深度 1.5m未満 1.5m から2m まで

月間採掘量 100m3 〜 600 m3 100 m3 未満

機械使用 不可 不可

職人採掘ライセンスは、一定の深度、採掘量、

方法で、特定の鉱物を採掘、加工、取引する

独占権を保有者に与えるもの。AML-Aと

AML-Bの2つのカテゴリーがある。

（出所） Geological Survey and Mines Bureau Webサイト

職人採掘ライセンスの種類

Ⅵ．黒鉛に関する政策・規制

1. 探鉱ライセンス（EL）

2. 職人採掘ライセンス（AML）
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鉱業ライセンスの概要（2）2

（出所）Geological Survey and Mines Bureau Webサイト

産業用鉱業ライセンスは、特定の地域内で鉱物を探鉱、採掘、加工、輸送、取引する排他的権利で

ある。A、B、C、Dの4つのカテゴリーがある。

項目 A B C D

発破方法

爆薬と5個以上の電気雷

管を使用するマルチボ

アホールで、一度に5つ

以上の穴を開けること

ができる。

爆薬を使用するマルチ

ボアホールで、一度に

電気雷管5個、ボアホー

ル5個を超えないこと。

単発ホールブラスト 単発ホールブラスト

ボアホール深度 3 m 超 3 m 以下 3 m 以下 1.5 m 以下

生産量 2,000 m3 超/月 2,000 m3 以下/月 1,000 m3 以下/月 500 m3 以下/月

機械類

浚渫船、トラックドリ

ル、ジャックハンマー、

コンプレッサー等

浚渫船、ジャックハン

マー、コンプレッサー

等

ジャックハンマー、

コンプレッサー等

ジャックハンマー、

コンプレッサー等

採掘エリア

面積： 10ha 超

深度： 25m 超

ボアホール直径：

42mm 超

面積： 10ha 以下

深度： 25m以下

ボアホール直径：

42mm以下

面積：2ha以下

深度：25m 以下

面積：2ha以下

深度：25m 以下

産業用鉱業ライセンスの種類

Ⅵ．黒鉛に関する政策・規制

3. 産業用鉱業ライセンス（IML）
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鉱業ライセンスの概要（3）2

（出所）Geological Survey and Mines Bureau Webサイト

貿易ライセンスは、鉱物の購入、貯蔵、加工、貿易の権利、及び輸出許可の取得権利である。以下の

３種類がある。

◼ カテゴリーA：輸出用鉱物の取引

◼ カテゴリーB：鉱物の国内取引

◼ カテゴリーC：手作業で生産されたブリックや石灰の取引

Ⅵ．黒鉛に関する政策・規制

4. 貿易ライセンス

探鉱ライセンス、工業鉱業ライセンス（カテゴリーA、B）、貿易ライセンス（カテゴリーA）の

保有者は、鉱物を輸出するために必要なライセンスを申請できる。現行の国家鉱物政策では、鉱物の

輸出は付加価値を付けたものに限り認められている。輸出する鉱物の種類に応じて、地質調査・

鉱山局から、鉱物投資協定（Mineral Investment Agreement :MIA）の締結を要求される場合があ

る。

5. 運搬ライセンス

鉱物または鉱物を含む物質を移動させるのに必要なライセンス。特定の数量、期間、鉱物の種類に

対して発行される。運搬ライセンスは、産業鉱業ライセンスまたは貿易ライセンスを持つ者だけが

申請できる。

6. 輸出ライセンス
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Ⅶ．スリランカの黒鉛に関する研究開発
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研究について1

（出所）ジョン・キールズ・リサーチ提供資料

ジョン・キールズ・リサーチ（John Keells Research）

◼ ジョン・キールズ・リサーチは、スリランカのコングロマリットであるジョン・キールズ・ホール

ディングスの傘下にある研究機関で、主に、コンポジット、エネルギー貯蔵、メカトロニクス、

バイオマテリアルに関する研究を実施している。

◼ 同社は、スリランカの純度の高い塊状黒鉛の特徴を活かした 用途拡大のための研究に積極的に

取り組んでいる。商品化・採用済みの技術には以下のようなものがある。

シルバーナノ粒子サスペンション 抗菌性熱可塑性プラスチック

コスト競争力のある安定した高濃度の

銀ナノ粒子懸濁液。

スリランカの化粧品企業により、

商品化されている。

熱可塑性プラスチックペレットの最終

製品に99.9％の抗菌活性を付与できる。

スリランカスイッチメーカーに採用さ

れている。

Ⅶ．黒鉛に関する研究開発
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開発について（1）1

（出所）ジョン・キールズ・リサーチ提供資料

ジョン・キールズ・リサーチ（John Keells Research）

◼ ジョン・キールズ・リサーチは、現在、以下のような市場投入可能な製品を開発中であり、日本の

企業や技術パートナーとの連携を希望している。

改質カーボンブラック

ゴム製品への使用を目

的とし、熱伝導性を向

上させたカーボンブ

ラック。ポリカーボ

ネート用に実証実験済

み。商業化可能。

＜優位点＞

➢ エネルギーコスト

削減

➢ 持続可能性の向上

➢ 生産性の向上

➢ 統合に追加設備不

要

コラーゲン・グラフェ

ン・ポリマー複合体

より環境に優しい方法

でアセチル化コラーゲ

ンにグラフェンを結合。

<適用可能性>

➢ スーパーキャパシ

ター電極として試

験中。高度なエネ

ルギー貯蔵システ

ムに適している。

➢ 生物学的構造を模

倣することができ、

皮膚や神経組織再

生への活用可能性

あり。

難燃性添加剤

熱可塑性プラスチッ

クに難燃性を付与す

る独自の添加剤。ポ

リカーボネート用に

実証実験済み。商業

化可能。

＜適用可能性＞

➢ プラスチック建材

➢ 自動車部品

➢ 航空宇宙

➢ 電気・電子

➢ 家電製品

防食活性添加剤

既存の防食塗料の防食

活性を高める添加剤。

二液型エポキシ塗料へ

の実証実験済み。商業

化可能。

<適用可能性>

➢ 二液型エポキシ塗

料 樹脂と硬化剤を

含む 硬化剤

➢ 船舶用塗料

➢ 航空宇宙と自動車

塗料

➢ 工業用防錆 塗料

➢ 一般防食塗料

Ⅶ．黒鉛に関する研究開発
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開発について（2）1

（出所）SLINTC Webサイト

スリランカ・ナノテクノロジー研究所（SLINTEC）

◼ スリランカ・ナノテクノロジー研究所（SLINTEC）は、ナノおよび先端材料研究に特化した研究所。

グラフェンおよびその誘導体の特性を利用した最先端技術開発にも取り組んでいる。

◼ 同研究所は、塊状黒鉛を使ったカーボンナノチューブの調製と、酸化グラフェンの合成方法に関する

特許を保有している。

◼ 同研究所は、エネルギー貯蔵、フレキシブル・エレクトロニクス・センサー、耐腐食性コーティング

など、グラフェンの潜在的用途を探り、グラフェンをベースにした新しい複合材料の開発に取り組ん

でいる。以下のような技術がすでに製品化されている。

超スーパー・グラフェン電池。セイロン・
グラフェン・テクノロジーズに技術移転済

マスクセンサー。世界初の持続可能なデザイン
のフェイスマスク。 Hidramani社とCirQ社が
製造している。

Ⅶ．黒鉛に関する研究開発



33
Copyright © 2025 JETRO. All rights reserved.

ジェトロ作成。無断転載・転用を禁ず

Ⅷ．スリランカの黒鉛採掘・輸出企業
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スリランカの黒鉛採掘・輸出企業の概要1

◼ スリランカで現在、黒鉛の生産、採掘を行っている主な企業は次の７社である。

社名 概要

① カハタガハ・グラファイト・ランカ

創業150年の国営企業。生産量600トン/年。長年の日本

への輸出実績あり。近代化に向けて技術パートナーを探

している。

② ボーガラ・グラファイト・ランカ
創業150年。ドイツ資本の企業。生産量は1,000トン/年。

日本、ドイツ、インド、米国、中国、韓国へ輸出。

③ サクラ・グラファイト
30本以上の黒鉛鉱脈をもつ鉱山を所有。生産量は80トン

/月。将来はこれを100トン/月に拡大予定。

④
セイロン・グラフェン・テクノロ

ジーズ

グラフェンの生産工場を運営。中東へのプラント輸出、

海外の大学との共同研究の実績がある。

⑤ マーゴサ・グラファイト

オーストラリア資本。まもなく商業生産開始を予定。

近代的な事業運営・ESG慣行。4,700トン/年の生産を予

定。

⑥
セイロン・グラファイト・コーポ

レーション

カナダ資本。2019年に工業用採掘ライセンスと探鉱ライ

センスを取得。生産量10トン/年。輸出実績はまだない。

⑦
アプライド・グラファイト・テクノ

ロジーズ

カナダ資本。 2024年にクイーンズ鉱山を取得。月間20

トン採掘。輸出実績は不明。

Ⅷ．黒鉛採掘・輸出企業
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スリランカの黒鉛採掘・輸出企業について（1）2
①カハタガハ・グラファイト・ランカ

歴史

◼ 150年の歴史を持つ、政府100%所有の国営企業。カハタガハ鉱山を所有している。

概要

◼ カハタガハ鉱山は深度610mで、スリランカで最も深い黒鉛鉱山である。非常に純度の高い

（99%以上）塊状黒鉛が得られることが特徴。

◼ 黒鉛の輸出量は、年間約600トン。主な輸出先は、日本（70％）、オーストラリア（29％）で、

残りは中国などに輸出されている。同社にとって、日本は長年の輸出先である。

経営

◼ 同社は安定した収益を上げており、一貫して黒字経営である。2023年度の財務諸表によると、

価値額約3億ルピー（当時の為替レートで約1.2億円）の黒鉛の在庫がある。

◼ 黒鉛、労働者、資材の移動に人力、トロッコ、ウインチを使用しており、機械化が遅れている。

◼ スリランカ政府は、海外のパートナーとの連携により、同社の技術移転、採掘や加工の近代化、

高付加価値化を進めたい意向である。

（出所）Kahatagaha Graphite Lanka (Ltd.) Webサイト（写真とも）、地質調査・鉱山局からのヒアリング

Ⅷ．黒鉛採掘・輸出企業
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スリランカの黒鉛採掘・輸出企業について（2）2
②ボーガラ・グラファイト・ランカ

◼ コロンボ証券取引所に上場している公開会社。約150年の歴史を持つ。

◼ 以前は国営企業であったが、1999年にドイツのグラフィット・クロプムフル社に売却された。現

在の株式所有割合は、グラフィット・クロプムフル社（79.58%）、アルタナGK社（6.97%）、

スリランカ政府（0.54%）、その他（12.91%）。従業員数158名（2023年末）。

◼ 約75エーカーの黒鉛鉱山を所有。同鉱山の推定埋蔵量は14万4,000トン。

◼ 同社の近年の年間生産量は約1,000トンで、うち約650トンが日本へ輸出されている。残りは、

ドイツ、インド、米国、中国、韓国へ輸出されている。

◼ 同社は積極的に市場を開拓しており、現在、韓国企業との大口取引（年間約2,500トン）を交渉中。

日本のバイヤーの訪問を2025年7月に予定している。

◼ 同社はスリランカ国内にも黒鉛を出荷している。これは、輸出用ゴム製品（手袋、マットレス、

大型タイヤなど）に使用されている。

◼ 同社は持続可能性や環境への配慮を重視しており、2025年には太陽光発電を導入予定。掘削作業

で用いた水を浄化し、周辺住民に飲用として提供する計画も進んでいる。

（出所）ボーガラ・グラファイト Webサイト（写真とも）、2023年年次報告書、ヒアリング

Ⅷ．黒鉛採掘・輸出企業
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スリランカの黒鉛採掘・輸出企業について（3）2
③サクラ・グラファイト

◼ 北西州にあるラゲダラ黒鉛鉱山を所有。同鉱山は第二次世界大戦終結以前、スリランカの生産量の

大部分を生産していたが、英国がスリランカから去った後、閉山していたもの。

◼ 同社の試験結果によれば、世界で最も純度の高い塊状脈黒の生産地である。

◼ 同鉱山は、鉱脈の数が最も集中しているのが特徴。他の主要鉱山では鉱脈が2、3本のみである

のに対し、ラゲダラ鉱山は30本以上の黒鉛鉱脈がある。

◼ 現在、同社の月間生産量は80トン。将来はこれを100トンまで拡大する計画である。

サクラ・グラファイトの製品

（注）サクラ・グラファイトは外国投資の情報がないことからスリランカ資本と思われるが、非公開会社であり、株式所有の詳細は不明であった。

（出所）サクラ・グラファイトWebサイト https://www.sakuragraphit.com/ 

Ⅷ．黒鉛採掘・輸出企業



38
Copyright © 2025 JETRO. All rights reserved.

ジェトロ作成。無断転載・転用を禁ず

スリランカの黒鉛採掘・輸出企業について（4）2
④セイロン・グラフェン・テクノロジーズ（CGT）

◼ 2018年6月に設立されたCGTは、スリランカのLOLCグループと

スリランカ・ナノテクノロジー研究所（SLINTEC）の合弁会社である。

◼ LOLCはスリランカ最大のコングロマリットの一つで、25カ国に支店・

子会社がある。

◼ CGTはコロンボ郊外に黒鉛をグラフェンに加工する工場を持つ。

◼ 同社はグラフェンの用途拡大や研究活動に積極的に取り組んでいる。  

➢ スリランカの電池メーカーと協力し、2022年に世界初の
グラフェン強化鉛蓄電池を開発。

➢ 塗料とコーティングへのグラフェンの活用の研究を実施。

➢ イギリスとメルボルン大学と共同で、CGTの酸化グラフェンを
コンクリートに混ぜて強化する試験を実施中。

➢ グラフェン・ポリマー複合材料の研究開発を実施中。

◼ CGTはオーストラリアのメルボルン大学、アデレード大学、及び英国

マンチェスター大学のグラフェン・エンジニアリング・イノベーショ

ン・センター（GEIC）の研究協力に参加している。

◼ また、アブダビのハリファ科学技術大学と協力し、同社のグラフェン

製造プラントを中東に輸出し、技術指導を行う予定。同プラントを

活用し、中東でグラフェンを製造・販売する工場を建設予定。

（出所）セイロン・グラフェン・テクノロジーズ提供資料、同社からのヒアリング。

CGTのグラフェン生産工場

中東へ輸出予定の製造プラント

Ⅷ．黒鉛採掘・輸出企業
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スリランカの黒鉛採掘・輸出企業について（5）2
⑤マーゴサ・グラファイト

概要

◼ オーストラリアを拠点とするマーゴサ・グラファイト社は、スリランカの子会社であるランカ・

リソーシズ・アンド・マイニング社を通じて、スリランカの黒鉛探鉱を行っている。

◼ 2012年、同社は、西部州に地質学的に有望で歴史的に実績のある黒鉛が豊富な探鉱脈を確認した。

（出所）Margosa Graphite社提供資料（写真とも）、同社からのヒアリング 

◼ 同探鉱脈のうち、コロンボの南西40kmに位置するパータカダで高品位の

鉱脈黒鉛鉱床を発見。最新のダイヤモンド・ドリル・リグを投入した掘削や、

空中電磁探査などを実施し、事業化調査を完了。

◼ 2024年7月にクラスAの採掘・加工・貿易のライセンスを取得。2025年に

商業的生産開始予定。 

生産規模・需要見込み

◼ 年4万7,000トン以上の黒鉛を生産する計画で、将来はこれを年間10万トン

まで拡大させる予定。

◼ 当初の需要見込みは年間約8,000トン、価格は1トン当たり約1万ドルを

想定している。

投資・ESG

◼ 2017年以降、探鉱・開発費として2,300万豪ドル以上を投資。国内外の

投資家から資金を調達し、事業を急速に進めた。

◼ 地域社会と良好な関係性、コンプライアンスを重視し、ESG（環境、社会、

ガバナンス）を実践。

日本への輸出

◼ 日本への黒鉛輸出、日本企業とのパートナーシップに強い関心を持っている。

Ⅷ．黒鉛採掘・輸出企業
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スリランカの黒鉛採掘・輸出企業について（6）2

（出所）セイロン・グラファイト・コーポレーションWebサイト 

⑥セイロン・グラファイト・コーポレーション

◼ カナダ資本の企業。子会社、Sarcon Development (Pvt.) Ltd.とJADS Enterprises (Pvt.) Ltd.を

通じてスリランカでの事業を展開している。

◼ 1920〜1930年代に黒鉛が生産されていた地域に、高純度の塊状黒鉛鉱脈を含む121km²の土地を

保有している

◼ 2019年末に、クラスAの工業用採掘ライセンス1件と探鉱ライセンス3件を取得した。

◼ 下表の４か所で黒鉛の探鉱、採掘、加工、輸送、取引を行う独占的な権利を有している。

年間生産量10トン。輸出実績はまだない。

採掘エリア 黒鉛埋蔵量の実測・推定

Karasnagala 実測量：1,399 トン、炭素含有率 73.86％ + 推定量： 3,104トン、炭素含有率93.02%。

Malsiripura 実測量：3万7,234トン、炭素含有率9.79% +推定量：12万2,309トン、炭素含有率2.76%。

Hakbewa 掘削中。50エーカーの敷地の表面にかなりの黒鉛があることを確認済み。

Pasyala 炭鉱ライセンスを取得し、まもなく掘削開始予定。

Ⅷ．黒鉛採掘・輸出企業
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スリランカの黒鉛採掘・輸出企業について（7）2
⑦アプライド・グラファイト・テクノロジーズ（AGT）

◼ カナダ資本の企業。スリランカ法人C-Tech社を通じて黒鉛の採掘を

行っている。

◼ 2024年、スリランカの黒鉛回廊内に位置するドダンガスランダ地域の

クイーンズ鉱山群を取得。同地域はイギリス統治時代の黒鉛採掘地域で

ある。

◼ 同社は現在、高純度の純度95.5%の黒鉛鉱脈を月20トン採掘している。

輸出実績は不明。

◼ 同社は、同黒鉛を電池用黒鉛に加工し、8,000〜1万2,000ドル/トンで

販売することを目指している。

（出所）AGT社プレゼン資料 https://appliedgraphite.com/wp-content/uploads/2024/10/AGT_Presentation_October-2024.pdf 

Ⅷ．黒鉛採掘・輸出企業
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黒鉛の需要予測（1）1

◼ 重要鉱物の将来需要の推計は、対象となる技術や鉱物、方法論、仮定によって大きく異なる。

◼ そのため、国際エネルギー機関（IEA）は、パリ協定への公約について3つのシナリオを作成し、

黒鉛の将来需要予測を行っている。

• 穏健な努力政策シナリオ：現在の政策と政府が策定中の政策に基づく現状のままと想定。 2100年の気温
上昇を2.4℃と想定。

• 公約シナリオ：すべての長期的な排出量とエネルギーアクセスの公約が予定通り完全に実施されると想定。
2100年の気温上昇を1.7℃と想定。

• ネット・ゼロ・エミッション・シナリオ：最もチャレンジングな想定。2050年までに世界のエネルギー部門が
CO2排出量を正味ゼロにし、2100年の気温上昇を1.5℃上昇と想定。

◼ 黒鉛の需要は、EV用バッテリーの需要に牽引されて2040年までは増加すると推定されている。

国際エネルギー機関による黒鉛の将来需要需要予測

（出所）国際エネルギー機関のCritical Minerals Dataset

（https://www.iea.org/data-and-statistics/data-product/critical-minerals-datase）

Ⅸ．黒鉛産業の機会
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黒鉛の需要予測（2）1

EVバッテリー用の天然黒鉛の需要拡大

◼ 前述のとおり、EVバッテリー用黒鉛の需要は

2040年までは増加し続けると予測されている。

◼ 現在、EV用バッテリーの負極材料には主に人造

黒鉛が使用されているが、人造黒鉛は製造に多

くのエネルギーを要すること、価格が高く、将

来さらに価格が高騰する可能性があることが課

題である。

◼ このため、EVバッテリーの負極製造における黒

鉛の需要は、人造から天然にシフトすると予測

されている（右図）。これにより、2030年には

天然黒鉛不足が起こると予測されている。

（注）2050年以降の需要減退の背景

前ページに示した通り、黒鉛需要の合計、及び、EV用黒鉛需要が、2050年に緩やかに減少すると予測されているのは、EV用バッテリーに、リチ

ウム金属負極、高シリコン負極、ハードカーボンなどの代替負極化学が採用されるようになり、黒鉛需要が緩やかに減少すると想定

しているためである。しかし、黒鉛の代替となる化学物質の開発速度は、高サイクル寿命の確保や体積変化への耐性など、技術面および

規模面での大きな課題が残っており、需要予測は今後、修正・更新される可能性がある。

（出所）電池負極市場、シラー・リソース・オーストラリア社ウェブサイト (https://tinyurl.com/yb4u3r6x) 

負極活性質に使用される物質の予測

Ⅸ．黒鉛産業の機会
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黒鉛需要の増大と中国の動き2

中国の黒鉛輸出規制の動き

◼ 世界一の黒鉛生産国である中国に黒鉛輸出規制の動きがある。

◼ 2023年10月、高純度、高強度、高密度の人造黒鉛材料および天然フレーク状黒鉛とその製品の

出荷に対し、無許可での輸出を禁止すると発表した。これは、中国が自国の黒鉛がどのエンドユー

ザーにどのように使用されているかを把握するためと考えられる。

◼ 2024年12月3日、中国はデュアルユース黒鉛材料の輸出規制統制を厳格化した。この動きは、

2024年12月2日に米国が発表した、先進的な米国製マイクロチップと半導体製造装置の中国への

輸出防止規制と制裁措置への反発であった。 

中国の代替となる黒鉛供給供給元の確保のための米国の投資

◼ このような中国との貿易摩擦を背景に、米国は、EV用バッテリーに使用する黒鉛の中国依存から

脱却しようとしている。

◼ また、自国内の人造黒鉛製造工場や、リチウムイオン電池用重要材料の生産施設への投資と生産

拡大、規模拡大、モザンビークで操業しているバラマ黒鉛の拡張・改良への投資などを行い、

中国の代替となる黒鉛供給元の確保を着実に進めている。 

◼ 2026年には、中国からの天然黒鉛輸入に対する関税率を、0％から25％に引き上げる予定である。

（出所）中国商務省発表資料、米国エネルギー局Webサイト等

Ⅸ．黒鉛産業の機会
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②スリランカの塊状黒鉛の採掘や
加工は環境負荷が少なく、

環境規制の強化にも耐えられる。

スリランカの黒鉛産業の機会3
◼ スリランカは、高純度の塊状天然黒鉛の唯一の産出国。

◼ 将来の黒鉛不足の懸念、中国への依存のリスク、黒鉛採掘における環境負荷への懸念、人造黒鉛の

生産コスト高などの問題は、スリランカの黒鉛産業にとって絶好の機会。

◼ 特に、天然黒鉛を中国以外から確保したい米国等の先進国からの資金誘致や取引拡大のチャンス。

③スリランカの塊状黒鉛は、人造黒鉛の
代替としてリチウムイオンバッテリーの
主要材料としての需増大に貢献できる。

将来の黒鉛不足への懸念 中国への依存のリスク

人造黒鉛の生産コスト高騰懸念環境規制の強化リスク

①スリランカは世界で唯一の
塊状黒鉛の商業的産地

Ⅸ．黒鉛産業の機会
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スリランカは世界で唯一の塊状黒鉛の商業的産地4

スリランカの塊状黒鉛の特徴と優位性

◼ スリランカで産出される黒鉛は純粋な塊状黒鉛。塊状黒鉛は、鉱脈黒鉛、

鱗状黒鉛、セイロン・グラファイトとも呼ばれる。

◼ 塊状黒鉛の商業的に採掘・輸出しているのはスリランカのみである。

イギリス、米国、マダガスカル、インド、ブラジル、カナダにも塊状黒鉛が

存在すると言われているが、商業的生産は行われていない。

◼ スリランカの塊状黒鉛は、非常に粗い粒子で、塊または粒、中程度の粒子では

針状、細かい粒子ではフレーク状、パウダーになることから、汎用性が高い。

◼ スリランカの塊状黒鉛は、完全な結晶性、高い熱伝導性と電気伝導性、潤滑

特性、化学的不活性性、耐酸化性と高温耐性、高密度を備えている。

（出所）Report on the Potential for Graphite in the UK (2022), Critical Minerals Intelligence Center 
(https://tinyurl.com/3v6hzusw) 、重要な市場の洞察、Fortune Business Insights,2023年 
https://www.fortunebusinessinsights.com/jp/%E9%9D%99%E8%84%88%E9%BB%92%E9%89%9B%E5
%B8%82%E5%A0%B4-103728

Ⅸ．黒鉛産業の機会

https://tinyurl.com/3v6hzusw
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スリランカの塊状黒鉛は、人造黒鉛の代替としてリチウムイオン
バッテリーの主要材料としての需要増大に貢献できる5

◼ リチウムイオンバッテリーの負極の主要材料は

人造黒鉛。

◼ 人造黒鉛は、石油コークスなどの炭素源を高温

処理して製造される（右図）。

◼ 合成黒鉛は不純物が少なく硬度が高いため需要

が高く、黒鉛市場の66%は人造黒鉛が占めて

いる。しかし、人造黒鉛は製造に多くのエネル

ギーを必要とし、 天然黒鉛よりも製造コスト

が高い。そのため、今後の需要増大により価格

高騰が懸念されている。また、製造にエネル

ギーを必要とするためカーボンフットプリント

が高く、サプライチェーンの持続可能性を確保

したい企業にとっては課題がある。

◼ スリランカの塊状黒鉛は純度が最も高く、人造

黒鉛に最も近い。生産量を増加することができ

れば、将来、黒鉛の将来の需要の増大、特に需

要の高いリチウムイオンバッテリーの主要材料

としての需要増大に貢献できる可能性がある。

リチウムイオンバッテリー

負極用人造黒鉛

人造黒鉛製造工程

（出所）技術の違いの出るLCA Webサイト
https://susdi.org/wp/lca/libs1/

Ⅸ．黒鉛産業の機会
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スリランカの塊状黒鉛の採掘や加工は環境負荷が少なく、
環境規制の強化にも耐えられる6

◼ スリランカの黒鉛採掘や加工は、環境負荷が少ないため、環境規制が強化に耐えることができ、持

続可能性を重視する市場に対応することができるという優位性を持つ。

◼ 露天掘りではなく地下のピットから採掘。森林伐採の必要性が限定的

• 環境規制が強化されることが、黒鉛市場の成長を抑制すると要因となり得ると考えられている。

• しかし、スリランカの黒鉛採掘は、中国で一般的な露天掘り採掘とは異なり、地下深くのピッ

トから抽出される。同採掘方法は、地表の混乱を最小限に抑え、森林伐採を減らし、生態系を

保護できるという優位性をもつ。

スリランカの塊状黒鉛の加工工程

（参考）マーゴサ・グラファイト提供資料
（図出所）サクラ・グラファイトWebサイトをもとに作成

Ⅸ．黒鉛産業の機会

◼ 純度が高いため、酸を使った加工が不要。酸の河川への流出

による環境汚染の心配がない。

• スリランカの鉱脈黒鉛はもともと純度が高く、地中から採

掘した状態で炭素含有率が90％を超えることが多い。

• 中国では黒鉛を精製するために酸を使っており、酸の流出

が河川を汚染するなどの環境問題を引き起こしている。

• スリランカの黒鉛は純度が高いためこの工程が不要で、水

を使った簡単な洗浄で選鉱できる。

• 加工工程での環境汚染の懸念がほとんどない。



50
Copyright © 2025 JETRO. All rights reserved.

ジェトロ作成。無断転載・転用を禁ず

Ⅹ．スリランカの黒鉛産業の市場成長展望
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市場成長の展望1

◼ スリランカの黒鉛は高純度、高性能、汎用性などに優れているが、年間生産量が2,200トン〜

4,000トンと少ないのが課題である。

◼ 前述のとおり、スリランカの黒鉛が人造黒鉛の代替品となり、リチウムイオンバッテリー負極材料

としての世界の需要を満たすためには、生産量の増加が必要である。

◼ 現在、同国では次のような動きがある。これは、生産量増加の可能性を示唆するものである。

外資系企業の

参入による

産業活性化・

生産量増加

産業を支える

熟練労働力の

育成

最新の採掘

技術の採用に

よる採掘効率

の向上

21 3 4

近代的な調査や
放棄鉱山の復活に
よるスリランカの
黒鉛埋蔵量増加の

可能性

生産量

の増加

Ⅹ．黒鉛産業の市場成長展望
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近代的な調査や放棄された鉱山の復活によるスリランカ
の黒鉛埋蔵量増加の可能性2

◼ スリランカの黒鉛の埋蔵量は150万トンと発表されている。

◼ しかし、近年、スリランカの黒鉛の埋蔵量を近代的・科学的な手法を用いて調査したマーゴサ・

グラファイト社は、採掘権をもつスリランカのリディーガンガ鉱山の黒鉛埋蔵量を、確認・推定

合計で172万トンと発表している。

◼ 2023年に採掘ライセンスを取得したセイロン・グラファイト社はすでに、自社が所有する４カ所

の鉱山に高純度の黒鉛約4万トンの埋蔵量を確認・推定している。

◼ アプライド・グラファイト・テクノロジーズ社の取り組みは、英国時代に放棄された黒鉛鉱山が、

最新の採掘技術により復活する可能性を提示している。

◼ これらの新しい発見等は、これまでの埋蔵量の推定を大きく変える可能性が高い。

◼ スリランカの黒鉛資源について、近代的・科学的な方法による探索が進めば、同国の黒鉛埋蔵量の

推定は将来、増大する可能性がある。

（出所）

Ⅹ．黒鉛産業の市場成長展望
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外国資本の企業の参入による産業活性化・生産量の増加3

◼ スリランカにおける黒鉛生産量が少ない（年間2,200トン〜4,000トン）のは、国営カハタガハ・

グラファイト・ランカ社に代表される伝統的な黒鉛企業の採掘・生産の近代化や機械化が遅れてい

ること、スリランカ政府が黒鉛採掘や貿易への外資系企業の参入を制限してきたことが影響してい

る。

◼ しかし、近年は外国資本の企業による黒鉛の探索・発掘が進みつつある。例えば、オーストラリア

資本のマーゴサ・グラファイト社や、カナダ資本のセイロン・グラファイト社は、スリランカの黒

鉛鉱山の採掘、加工、貿易のライセンスを取得し、数年内に商業的生産を行う計画である。

◼ このような外国資本企業の参入により、産業の活性化や生産増加が見込める。

◼ これにより、外国資本企業にもスリランカの黒鉛採掘や貿易のチャンスが十分あることが示された。

◼ スリランカ政府は、外国からの技術移転や投資により黒鉛産業を近代化する方針であり、手続きの

迅速化やプロモーションの重要性を認識している。ライセンス有効期間の延長も検討中である。

さらに

そのため

また

Ⅹ．黒鉛産業の市場成長展望
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最新の採掘技術の採用による採掘効率の向上4

◼ マーゴサ・グラファイト、ボーガラ・グラファイト、セイロン・グラファイトなどの外資系企業は、

スリランカにおける黒鉛の採掘に最新の採掘技術を採用している。

◼ これらの技術革新は、採掘効率を向上させるだけでなく、廃棄物の削減、エネルギー消費の最小化、

採掘時の排出ガスの抑制など、環境に配慮した操業ができる。

◼ 今後、スリランカではこのような最新の掘削技術の採用が拡大する見込みであり、採掘効率の向上、

生産量の増大やコスト削減が期待できる。

（出所）マーゴサ・グラファイト、ボーガラ・グラファイトからのヒアリング、写真はマーゴサ・グラファイト提供資料

Ⅹ．黒鉛産業の市場成長展望
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産業を支える熟練労働力の育成5

◼ 鉱山再開の大きな障壁の1つは、熟練労働力の不足である。

◼ スリランカの黒鉛生産企業はこの問題を認識しており、熟練労働力の育成に力を入れている。

◼ 例えばボーガラ・グラファイト・ランカは、3カ月の集中的な鉱山技術者認定コースを開発して

いる。このコースには理論と実技の両方が含まれ、教材は現地の労働者が利用しやすいように

シンハラ語に翻訳されている。

◼ 同社はこの訓練プログラムを労働者のスキルの認定にも使いたい意向である。

◼ このような訓練プログラムや認定の拡充は、スリランカ黒鉛鉱業を支える熟練労働力育成に大きく

貢献する。

（出所）ボーガラ・グラファイトからのヒアリング

Ⅹ．黒鉛産業の市場成長展望
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スリランカの黒鉛産業の今後の取り組み6

◼ 市場成長のためには、スリランカの官民の関係者による黒鉛に関するプロモーション活動も非常に

重要である。地質調査・鉱山局は次のような活動に積極的に取り組みたい意向である。

⚫ 鉱物見本市、会議、展示会への参加：鉱物輸出業協会（CME）や企業がスリランカ政府や在外公館

の支援を得て、PDAC、JPMA、NMAなどの貿易協会が主催する国際鉱物見本市や会議、Expominや

African MINExpoのようなイベントに参加することで、スリランカの高品質黒鉛をアピールし、

潜在的な投資家とつながり、新たな市場へ進出する可能性を広げる。

⚫ スリランカ・オーストラリア貿易投資枠組み協定（TIFA）の活用： 2023年10月に発効した新たな

TIFAは、スリランカとオーストラリア間の中小企業輸出のための投資促進や市場アクセスを含む、

複数の分野における協力の枠組みを提供するものである。協定自体は黒鉛について特に言及して

いないが、例えば、TIFAの枠内で開始された投資促進プログラムを活用し、オーストラリアの

投資家をスリランカの鉱業に呼び込める可能性がある。また、黒鉛はオーストラリアにとって

重要な鉱物であるため、スリランカはTIFAに基づく黒鉛輸出を提案できる。

⚫ 鉱物産業の成長に向けた大使館主導のプロモーション：スリランカ在外公館にグラファイト取引の

ための専用デスクを設置したり、同産業の促進に向けたプロモーション活動を実施することにより、

潜在的な投資家や購入者を呼び込む可能性が高まる。

⚫ MSPフォーラムへの参加：2022年6月に設立されたミネラル・セキュリティ・パートナーシップ

（MSP）は、責任ある重要鉱物のサプライチェーンへの官民投資を世界的に促進するための14カ国

とEUの協力を目的にしている。 スリランカ政府や企業がこのフォーラムの会合に参加すすることに

より、主要メンバーやフォーラム招待者とパートナーシップを構築し、専門家から学び、日本や

その他の市場への黒鉛の輸出拡大の機会を探ることができる。

Ⅹ．黒鉛産業の市場成長展望
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Ⅺ．スリランカの黒鉛産業の課題



58
Copyright © 2025 JETRO. All rights reserved.

ジェトロ作成。無断転載・転用を禁ず

スリランカの黒鉛産業の課題について1
米国とのFTAを締結していない

◼ スリランカは米国とFTAを締結しておらず、IRAの下では、スリランカで調達した黒鉛は「適格な

重要鉱物」として認められない。このため、スリランカ国内では、米国との重要鉱物協定の締結や、

米国が有効なFTAを締結した国との連携を求める声も上がっている。

◼ 伝統的な探査・採掘方法を用いており、近代化が遅れている。そのため、探査・採掘・生産の効率

と持続可能性が制限されている。

◼ 生産においても、黒鉛、労働者、資材の移動に人力、トロッコ、ウインチの使用が主流で、機械化

が進んでいない。

◼ 多くの鉱物資源が未開発のままである。イギリス時代以降、放置された黒鉛鉱山が放置されたまま

のところが多くある。

政策・規制上の課題

◼ 黒鉛の輸出振興策・投資優遇策がなく、販売や投資奨励が不十分である。

◼ 採掘ライセンスの承認過程が複雑であり、官僚主義的な遅れが生じやすい。また、鉱物ライセンスを

1年で更新する必要があり、長期的な投資計画の実施を妨げている。

◼ 企業は、加工黒鉛の輸出インボイス価格に基づいて、地質調査・鉱山局にロイヤルティ率9％を

支払うため、国内での価値付加が抑制されている。鉱物輸出商工会議所や企業は、付加価値の高い

製品の輸出を促進するためには、ピット・ヘッド・バリュー（鉱山の坑口における価格）に基づく

ロイヤルティー率の計算を主張している。なお、他国のロイヤルティーは、中国が3~12%、ブラジ

ル2%、モザンビーク3%、マダガスカル2~5%である。

◼ 近年の電気代の高騰が、生産コストを押し上げている。

近代技術導入の遅れ

Ⅺ．黒鉛産業の課題
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Ⅻ．日本企業の参入の可能性
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日本企業の参入の可能性について1
スリランカの塊状黒鉛の優位性を活かした新規開発用途の自社製品への採用

◼ 前述のとおり、スリランカのジョン・キールズ・リサーチやSLINTECは、塊状黒鉛の優位性を

活かした用途開発に取り組んでいる。すでにいくつかの技術が関連企業に採用されており、開発

試験中の技術も複数ある。

◼ これらの新規用途開発に注目し、自社製品への開発技術の採用、共同開発、特許取得、パートナー

シップなどを検討できる。

商業的生産開始や生産拡大を予定している黒鉛企業に注目

◼ 本レポートⅧ章に記したとおり、スリランカの黒鉛企業には、まもなく商業的生産を開始したり、

生産拡大を予定している企業がある。日本企業は、これら企業の動きに注目し、ビジネス

パートナーシップや販売について交渉をすることができる。

➢ 月間生産80トンを100トンに拡大予定のサクラ・グラファイト。

➢ グラフェンの生産工場をもつセイロン・グラフェン・テクノロジーズ。

➢ 2025年に商業生産開始を予定しているマーゴサ・グラファイト。年4万7000トン生産予定。

➢ 2019年末に工業用採掘ライセンスと探鉱ライセンスを取得したセイロン・グラファイト・
コーポレーション。

➢ 2024年にクイーンズ鉱山群を取得したアプライド・グラファイト・テクノロジーズ。

◼ 以下の２社は伝統と実績のある黒鉛輸出企業である。いずれも最大の輸出先は日本である。

➢ 国営カハタガラ・グラファイト・ランカ。技術連携による近代化を希望。

➢ ドイツ資本のボーガラ・グラファイト・ランカ。生産量増加可能。

Ⅻ．日本企業の参入の可能性
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マーゴサモデルの適用による黒鉛の開発・生産2

➢ 戦略的計画

• スリランカ当局およびステークホルダーとの信頼関係の構築と協働

• スリランカの放棄されたグラファイト鉱山の再開に関与

• 時期を得た投資による有望な鉱区を取得

• 商業生産準備を進めている企業と交渉し販売策を確保

➢ 最新技術の採用

• 先進的な探査・採掘・生産方法の活用

• 研究開発の結果の活用

➢ 持続可能な慣行・地域社会の関与

• 熟練労働力を構築するための現地スタッフの採用とトレーニング

• 地域社会を巻き込み、包括的な探査・加工事業を実施するために強力なESG慣行を採用

（出所）マーゴサ・グラファイトのWebサイト、同社からのヒアリング

◼ マーゴサ・グラファイトのスリランカの黒鉛の開発における、戦略的計画、最新技術、持続可能な

慣行、地域社会の関与は、外国資本企業のスリランカの黒鉛開発の成功モデルともいえる。

◼ このモデルは、スリランカの黒鉛産業への参入を検討している日本企業に参考になる。

◼ 具体的には以下のような対応が参考となる。

Ⅻ．日本企業の参入の可能性
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